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はじめに 
 

 

我がゼミでは、毎年夏の長期休業時にフィールドワークを合宿で行うことと

している。ゼミ所属の学生は、普段は個人単位で学習や研究を進めている。こ

の夏合宿は、年間を通じて唯一のゼミ生全員がチームとして活動をする機会で

ある。そのため、どの地域でどのような趣旨や内容で過ごすかについては、と

ても重要な懸案事項である。昨年度は岐阜県にて、白川郷、飛騨古川、郡上八

幡などをフィールドとした。今年度は本学に国際地域学科が開設されて 2年目

となり、我がゼミにも 2期生が加わり本格的にゼミとしての体裁が整いつつあ

る。 

そこで今年度はどうしようかと検討を始めていたところ、利尻富士町産業振

興課の島谷課長より、離島交流事業という学生の合宿誘致事業があるがどうか

とお声がけ頂いた。島谷一昭課長には、かねてより利尻遺産の明確化や DMO

形成事業でお世話になっていた。そのお人柄や島への想いに感銘を受けてお

り、ぜひともお願いしたいということになったのである。 

実施に向けた企画、準備の段階から、実施、そして報告会まで、町役場や地

域おこし協力隊の皆さんには大変お世話になった。お陰で学生ら共々、大変思

い出深い経験ができた。とくに、島民の皆さんへの聞き書きの段取り、現地視

察や歴史文化に関するレクチャーなど、さらに調査ばかりでは大変だろうと、

鮭釣りや魚さばき教室、および試食会などの島の暮らしを楽しく体験できるよ

う準備を頂いた。いくら感謝をしてもし尽くせないほどである。内容の詳細に

ついては、本編をご参照頂きたい。また、フィールドワークの成果について

も、微力ながらも利尻島の未来のための一助となればこの上ない喜びである。

さらに言うと、学生らにとっても、人生の 1ページを刻む経験となり、島のみ

なさんとの一生の繋がりの始まりとなってくれることを望む。 

後にくり返しになるが、利尻富士町役場をはじめとした合宿誘致事業の関

係者の皆さま、インタビュー等にお応え頂いた本泊地区の皆さん、学芸員の西

谷榮治氏と山谷文人氏、その他多くの方々にお世話になった。本当にありがと

うございました。深謝申し上げたい。 

 

 

北海道教育大学国際地域学科 

准教授	 池ノ上	 真一 
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第１章 

ゼミ合宿の概要





 
 

1. ゼミ合宿の概要 

1-1 ゼミ合宿の目的 

北海道教育大学函館校池ノ上研究

室は、利尻富士町が行う平成２８年

度離島交流事業を活用させて頂き、

利尻島でゼミ合宿を実施する運びと

なった。当該事業とは、廃校となっ

た旧本泊小学校を拠点とし、合宿誘

致のためのモニターツアーであり、

複数の大学を誘致し、観光等におけ

る様々な試験的取り組みを行うもの

であった。他方、産業（漁業）遺産

を「利尻遺産」¹として定義し、観

光資源として利活用するための観光

を基軸とした価値創造プロジェクト

が行われていた。 

我々のゼミ合宿としては、この価

値創造プロジェクトに資することを

目指し、本泊地区を中心に「聞き書

き」を行い、本泊地区における地域

資源を明らかにするため、フェノロ

ジーカレンダーの作成とお宝マップ

を作成した。さらに、ゼミ合宿の

終目標としては、フェノロジーカレ

ンダーやお宝マップを活用した滞在

プログラムを提案することとした。

価値創造プロジェクトとは、観光の

視点から、「利尻遺産」をいかに資

源化し、持続的に使い続けることが

出来るのかについて検討を行い、利

活用によりその価値を高め、子や

孫、次の世代に有効な遺産として遺

すためのプロジェクトである。 

 

※1「利尻遺産」とは、利尻島が成立

してきた中で生み出され、価値を高

めてきたモノやコトであり、これか

らも利尻島内で暮らし続けるための

資源として継承したい遺産である。 
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1-2 ゼミ合宿の参加者 

【北海道教育大学】 

・青野	 	 朋晃	 （人間地域科学課程	 地域創生専攻地域計画分野 4年） 

・古村	 	 真衣	 （人間地域科学課程	 地域創生専攻地域文化分野 4年） 

・星山	 	 大稀	 （国際地域学科	 地域政策グループ 3年） 

・大久保	 美侑	 （同上 3年） 

・白岡	 	 健志	 （同上 3年） 

・古舘	 	 葵	 	 （同上 3年） 

・山田	 	 創祐	 （同上 2年） 

・阿部	 	 晃佑	 （同上 2年） 

・熊野	 	 心平	 （同上 2年） 

・菊池	 	 和佳奈（同上 2年） 

・東海林	 弘人	 （同上 2年） 

・池ノ上	 真一	 （引率：同大学	 准教授） 
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第 2 章 

ゼミ合宿の行程





2. ゼミ合宿の行程 

	 合宿日程は、移動日を含め 9月 11日(日)から 19日(月)までの９日間行っ

た。合宿の前半は島内でのアクティビティを体験し、後半は聞き書き調査

を中心に研究を進めた。詳しくは、合宿中に使用したスケジュール表を添

付したので以下の表を参照してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表	 北海道教育大学函館校	 池ノ上研究室	 ゼミ合宿スケジュール表 
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第３章 

活動内容





 
 

3.活動内容 

9月 11 日（日）（1日目） 

	 利尻島へ向け、函館を出発。ゼミ

生 6人（青野、古村、白岡、古舘、

菊池、阿部）23:00函館駅前集合、は

こだて号 23:25発 札幌行 

 

↑写真	 函館駅 

 

9 月 12 日（月）（2日目） 

札幌着 05:30着。札幌駅バスターミ

ナルにて、大久保、星山、熊野、山

田と合流。 

はまなす号 07:40発	 稚内行	  

 

↑写真	 札幌駅バスターミナル 

 

13:30稚内着 

稚内にて、東海林と合流。「うろこ

亭」で昼食をとる。ハートランドフ

ェリー16:40発	 鴛泊行 

 

↑	 写真	 フェリー内にて 

 

	 船内にて普段は立ち入ることが出

来ない操舵室やデッキなどを観察。

18:20鴛泊着。 

現地で池ノ上と合流後、利尻富士温

泉にて入浴。食材の購入後、今回の

ゼミの拠点である旧本泊小学校へ移

動し、ゼミ合宿でお世話になる町職
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員の方々との交流会に参加。夕食を

とりつつ顔合わせを行い、また今後

のスケジュール確認などの打ち合わ

せを行った。 

 

 

 

 

 
↑写真	 顔合わせの様子 

 
↑写真	 打ち合わせの様子 
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9 月 13 日（火）（3日目） 

	 旧本泊小学校にて、西谷さん、山

谷さんによる本泊周辺のレクチャー

を受ける。座学で本泊周辺地域につ

いて学び、その後フィールドワーク

を行う。 

 

↑写真	 座学の様子 

 

↑写真	 フィールドワークの様子 

 

	 午後、総合保健福祉センターへ移

動し、食生活改善協議会の皆さんに

よる、お料理教室に参加。ゼミ生 1

人ずつが魚を三枚におろし、つみれ

を作った。今回のメニューは、2種の

おにぎり、ホッケのつみれ汁、ホッ

ケのフライであった。その後、協議

会の皆さんと一緒に、食事会を開催

した。 

 

↑写真	 お料理教室 
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↑写真	 食事会の様子	

	

	 夜、全体ミーティングにて、各グ

ループの聞き書き調査での質問事項

について検討した。	

 

↑写真	 全体ミーティングの様子 

 

9 月 14 日（水）（4日目） 

〔A班〕青野、白岡、山田、阿部 

	 早朝、柏谷さんの指導のもとサケ

釣り体験を行う。サケの他、ソイや

ガヤも釣れた。釣れた魚、いただい

た魚を捌き、昼食としてサケのちゃ

んちゃん焼きやフライ、お刺身で食

べた。 

 

↑写真	 サケを捌く様子 

↑写真	 昼食 

 

	 午後、熊谷さんとポン山ハイキン

グを行う。山で生育した、様々な種

類の植物を解説してもらいながら標

高 444mのポン山を登った。熊谷さん

は当時、1年間に 100回ポン山を登る

「100ポンチャレンジ」を行っていた

が、今回はその 86回目に同行させて

ー20ー 



いただいた。山頂では、鴛泊、本泊

地区を一望することができ、タイミ

ングがよく利尻空港から離陸する飛

行機を眺めることができた。帰り

に、名水百選に指定されている「甘

露泉水」に立ち寄り、自然の湧水を

味わった。 

 
↑写真	 ポン山山頂にて 

 

〔B班〕古村、星山、熊野、菊池 

	 2班合同で、島内一周のサイクリン
グを行った。石井さん先導のもと、

ガイドを受けながら楽しく島内を観

光した。その後磯舟体験を行い、オ

ールを使って船を漕いだり、海の中

を観察したりした。 

	

↑写真	 サイクリング風景	

 
↑写真	 車に回収され、磯船体験へ向かう一同 

 

〔C班〕古舘、大久保、東海林 

	 二班合同で、島内一周のサイクリ

ングと観光地巡りを行ったが、時間

が足りず島の 5分の 4周で断念。ロ
ードバイクに乗ることが初めての人

がほとんどであった。平坦な道のり

ではなく、アップダウンが激しく厳

しいものであった。車での移動後、

磯船体験を行った。	  

 

↑写真	 磯船体験 

 

夜、全体ミーティングにて、各グ

ループの今日のアクティビティ内容

について発表。それぞれの活動を共

有した。 
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↑写真	 全体ミーティングの様子 

 

 

 

 

9 月 15 日（木）（5日目） 

	 早朝、A班は鮭とばづくりを行

う。昨日、捌いた鮭を外に干した。 

 

↑写真	 鮭とば作り 

 

	 午前、利尻島郷土資料館を山谷さ

んの解説を受けながら見学。利尻の

文化や昔の暮らしについて学ぶ。 

 

↑写真	 利尻郷土資料館 

 

	 その後、鬼脇地区を散策。長生堂

寺嶋菓子舗の利尻プリンを購入した

り、北勝佐々木水産のホタテを味わ

ったりした。お昼は各自、ターミナ

ル周辺で食べる。午後から、りっぷ

館へ移動し再び山谷さんの解説を受

けながら施設を見学。利尻の歴史に

ついて学ぶ。展示の資料を特別に触
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らせてもらい、土器の軽さや破片を

つなぎ合わせて復元させる修復行程

に驚いた。 

夜、資料館で学んだ資料の整理を

行った。また、 終発表の各グルー

プのテーマを決めた。 

 

↑写真	 全体ミーティングの様子	

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 16 日（金）（6日目） 

	 この日から、フェノロジーカレン

ダーの作成を行うために、聞き書き

調査を開始した。「聞き書き」と

は、一対一のインタビュー形式で通

じて、「話し手」の人生や価値観を

引きだし、記録する作業のことであ

る。その人の経験や知恵、これまで

に培ってきた価値観や考え方ととも

に、その人の人柄が浮かんでくる。² 

今回は、利尻富士町本泊地区に住

む各世代の方々への聞き書き調査を

通じて、本泊地区に暮らす人々がど

のように自然と付き合いながら暮ら

してきたのかについて、その言葉に

耳を傾け、その思いを聞き、書き留

める作業を行った。 

Ａ班は、「利尻の食」Ｂ班は「利

尻島のルーツ」、Ｃ班は「利尻の遊

び」をテーマに聞き書き調査を行っ

た。聞き書き調査を通じて利尻の自

然や歴史、文化を学び体系的に表す

ためにフェノロジーカレンダーを作

成した。 

 

※2	 「聞くこと・記録すること『聞

き書き』という手法」（代田七瀬・

吉野奈保子）より引用 
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〔A班〕 

Ａ班は主に「利尻の食」について調

査を行う事になった。そのため調査

内容は、資料 1の様になった。 

 

＜午前＞ 

西谷 栄一さん（61 歳）元学芸員 

 

・利尻昆布は昔から、京都の「千枚

漬け」「湯豆腐」として使用されて

いた。食べるよりもだしとして利用

するのが中心。島民は高級な利子昆

布を一番だしで使用するとすぐ捨て

てしまう。 

 

＜午後＞ 

味噌 吉夫さん（89 歳） 元漁師 

 

・一年中、藷とご飯を食べていた。

米は物々交換が多かった。本州米と

身欠き鰊とを交換していた。足りな

いものは、商店や仲介人から買って

いた。注文すると、次の機会には持

ってきてくれた。 

〔B班〕 

Ｂ班は、主に「利尻島のルーツ」に

ついて調査することになったので、

聞き書きについては主に資料 2の様

な形になった。 

 

＜午前＞ 

西谷 栄一さん（61 歳）元学芸員 

 

 

＜午後＞ 

嶋中 英峰さん（89 歳）慈教寺先代

住職 

鈴木 裕尚さん（73 歳）  

 
・人が無くなったら 2週間ずっと供

え物がなされていたことやかつて

は、イタコや祈祷師のような人が各

部落に 2人程いて、西野のばあさん

と呼ばれていたといったお話を伺っ

た。 
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〔C班〕 

C班は主に利尻の遊びについて調査

を行う事になった。そのため調査内

容は資料 3のようになった。 

 

＜午前＞ 

佐藤 萬さん（92 歳） 

 

・祭りはあみおろし、港まつり、野

芝居、招魂祭、運動会がある。遊び

については、昔は男女で分かれて遊

んでいた。 

 

＜午後＞ 

佐藤 ミチエさん（90 歳） 

 

・遊びはおはじきや釣り、泳いだ

り、木の実を獲ったりしていた。冬

になると女の子はお手玉やかるた。

男の子はスキー、大人は宝引きで遊

んでいた。 

 

夜、利尻富士町役場総合交流促進

施設りぷらで行われていた「りぷら

de学ぶ利尻学 2016」に参加した。 

山谷さんと、山本さん（東海大学

教授）による利尻島鬼脇地区におけ

る戦時中の行政資料や、貴重な兵事

書類についての講演会を傾聴させて

いただいた。 

 

↑写真	 りぷら de学ぶ利尻学 2016 

 

	 その後、「眉倶楽部」にて夜ご飯

をとった。 

 

↑写真	 眉倶楽部にて 
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	 夜、班ごとに聞き書きでの情報を

整理し、全体ミーティングにて発表

した。 

 

 

 

9 月 17 日（土）（7日目） 

〔A班〕 

＜午前＞ 

秋元 進さん（89 歳）  

 

・主食は藷、馬鈴薯を食べていた。

米はなかなか食べることはできなか

った。子どもの時は乾燥させた小魚

をポッケに入れて食べていた。薪炭

が終わった後は、肉を食べたりして

いた。 

 

島谷 一昭さん(57 歳) 

利尻富士町産業振興課 

 

・小学生の時は、藷やカボチャを食

べていた。海一つ渡るか渡らないか

で大きい差があったと感じる。カッ

プヌードルの CMを見て食べてみた

いと思ったし、バナナなんて高級品

で運動会の時に食べられれば良い方

だった。 
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＜午後＞ 

神成 隆雄さん(69 歳) 漁師 

・子どものころ、家の畑に藷や大根

を植えていた。ウニは昆布を食べる

害虫としてつぶしていた。また、ウ

ニを食べ始めた時も生ウニではな

く、塩ウニであった。 

 

〔B班〕 

	 Ｂ班は、「利尻島のルーツ」につ

いての研究であったので、利尻の歴

史を縄文時代まで遡って、島の住

民、移住者とのつながり、ルーツを

探るために、文献調査を通じて正確

な情報を得るという理由から、この

日から文献調査を主な調査としてい

った。 

 

↑写真	 B班	 作業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔C班〕 

＜午前＞ 

正田 浩さん（90 歳） 

 ミツエさん（89 歳） 

 

・遊ぶ暇がなかった。映画館があっ

たが、子どもも親のお手伝いをして

いて忙しかった。7月にある利尻山神

社例大祭では露店（花、瀬戸物、わ

たあめ、たいやきなど）が立ち並

ぶ。 

 

＜午後＞ 

金森 のぶ子さん（61 歳） 

 

・あやこ、おはじき、けんけんぱ、

天まりを日が暮れるまで外で遊んで

いた。お彼岸では、すすきをとって

お団子、お菓子を食べた。 
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9 月 18 日（日）（8日目） 

〔A班〕 

＜午前＞ 

吉田 敏光さん（40 歳）利尻富士町

役場 

今村  大さん（31 歳）消防士 

 

・基本、食べるものは海のものが多

かった。現代みたいなおしゃれな食

べ方を知らなかったので、基本は焼

くか煮付けで食べていた。小学校の

ころまで、肉は貴重なもの。お祭り

の焼き鳥が珍しかった。 

 

＜午後＞ 

吉田 敏さん（72 歳）漁師 

静子さん 

 

※C班と合同で聞き書きを行った 

・戦時中は食べ物に困った。真っ白

いごはんを食べられるのは一年に一

回。基本は藷を食べていた。野イチ

ゴをおやつとして食べていた。藷は

すりばちでつぶして団子にして、砂

糖やきなこなどをつけて味に飽きな

いようにしていた。 

 

〔B班〕 

＜午前＞	

澤 敏弘さん（37 歳） 

・ルーツは富山で新港へ移住してき

たそう。若い世代から見た地域につ

いて伺ったが、若い世代からはルー

ツの聞き出し方が難しいと感じた。 

 

＜午後＞	

文献調査・発表資料作り	

利尻島のルーツなどの情報を地図上

に色分けして載せた。（資料 7）	

	

〔C班〕 

＜午前＞ 

吉田 敏光さん（40 歳）利尻富士町

役場 

今村 大さん （31 歳）消防士 
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・海辺で、ウニやアワビ取り、魚釣

りで遊んでいた。また缶けりや昆虫

採集もしていた。ゲームもあった

が、外で遊ぶ方が楽しかった。 

 

 

＜午後＞ 

吉田 敏さん（72 歳）漁師 

静子さん 

※A班と合同で聞き書きを行った。 

・男はパッチ（めんこ）で遊んでい

た。 

女はお手玉やおはじきで遊んでい

た。他にもかくれんぼや水泳などし

て遊ぶ。 

 

この日の夜、町職員の皆さんと交流

会を行った。 初の顔合わせ時より

も距離が縮まり、大変賑やかなもの

となった。また食事だけでなく、利

尻方言かるたや宝引きといった島の

遊びでさらに交流を深めた。 

 

↑写真	 方言かるた 

 

↑写真	 宝引きの様子 

 

	 その後、明日の発表へ向けた資料

の準備などを班毎に行った。 
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9 月 19 日（月）（9日目） 

	 終日に、ゼミ合宿の報告会を行

った。 

まず、今回のゼミ合宿の一番の目的

であった、島のフェノロジーカレン

ダーについて説明した。 

 

（資料 7）フェノロジーカレンダーと

は 

「『フェノロジーカレンダー』は

『季節暦』ともいい、一年間の時間

の経過に従って、地域の気候や山や

川、潮汐や星座、また動植物など自

然の移り変わり、それに応じて変化

する農業や漁業を始め生産活動の季

節による推移、あるいは祭りや祭事

などをカレンダーとして表したもの

である。…（中略）…『フェノロジ

ーカレンダー』は自然と寄り添い、

自然を生かす地域の暮らしぶりを自

ずと表現することによって、自然と

密接にかかわって形成されてきた持

続可能な地域の暮らしぶりを浮かび

上がらせるのである。」（真

板,2010,pp.123-124）。と真板は説明

している。つまり、フェノロジーカ

レンダーとは、地域の中で自然と人

の暮らしがどのような関係を持って

いたのか（地域生態システム）をカ

レンダーの形で表現しているもので

あると捉えることが出来るだろう。

今回、フェノロジーカレンダーに

「食」・「仕事」・「魚」・

「畑」・「花、山暦」・「遊び」・

「お祭り、行事」を落とし込んだ。 

 
↑写真	 フェノロジーカレンダーに

ついて発表する青野 

 

	 次に、A班による「合宿誘致」を

テーマにした発表を行った。(資料４)

ゼミ合宿での活動を通して、学生が

感じた若者目線での合宿誘致提案並

びに合宿の拠点として１週間滞在し

た、旧本泊小学校の施設の課題を発

表した。旧本泊小学校の課題とし

て、①インターネット通信の整備②

シャワーがない③近くに買い物する

場所がないことを挙げた。 

↑発表資料より 

 

	 さらに、運営主体として地域おこ

し協力隊を新たな窓口にし、受付を

担当することを提案した。また、合

宿情報サイトに情報を提供すること

で、多くの人に関心を持ってもらう
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ことができると考えた。課題として

は、地域おこし協力隊の任期が短い

ことにより、引継ぎが難しいこと。

また、情報サイトに載せる費用を、

どう負担するかを挙げた。ゼミ合宿

の具体的なプログラム提案のテーマ

として、「利尻だからこそ可能なプ

ログラム」の提案を目指した。1つは

考古学ゼミ、サークルへ向けた合宿

プランだ。利尻は旧石器時代から、

オホーツク文化期、擦文文化期にか

けての集落や土器が発見されてお

り、研究場所として 適だ。2つ目は

釣りサークルへ向け合宿プランだ。

周囲が海に囲まれている利尻島で

は、気軽に釣りを体験できる。フェ

ノロジーカレンダーを利用すると、

どの季節にどのような魚が釣れる

か、旬の魚は何かなどの情報が一目

でわかる。3つ目は看護学校の実習を

兼ねた合宿プログラムだ。島民の健

康診断や健康相談を行ったり、一緒

に体を動かすイベントに参加してみ

たりすることを目的とした内容だ。

離島の医療機関の状況を視察するこ

ともでき、普段とは異なる体験を通

して、新たな発見に気付くことがで

きるかもしれない。この３点が今回

発表した合宿プランの提案であっ

た。 

 

↑写真	 A班発表の様子	 白岡 
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B 班は「つながり」をテーマにした

発表を行った。（資料 8）利尻島には

様々な地域から人々が移住してきた

歴史がある。彼らがどのような経緯

で、いつ利尻島にたどり着いたのか

という「時間的なまとめ方」と、彼

らが利尻島のどこで暮らしその名残

が残っているのかという「地理的な

まとめ方」をそれぞれ行った。津軽

衆と因幡衆、越中衆とアイヌ民族、

それぞれの出身地別の人々のストー

リーを紹介した。そして宗教やお祭

りなどを手掛かりに、聞き書き調査

や文献調査を行い、そこから分かっ

た島の文化のルーツを出身地別に起

こした地図を紹介した。そこで「利

尻観光ルーツの旅」と題打ち、いく

つかの例を出した。

	

↑発表資料より	

	

因幡衆は愛知から来た人が多いと

される情報から、当時の因幡衆が人

を雇い経営していたと言われる缶詰

工場見学を行うことや、青森県付近

から来たとされる津軽衆が、船をこ

ぐときに「おーしこい、おーしこ

い」というかけ声をあげていたとい

う当時の風景を、もう一度地域住民

と観光客で再現する、などといった

その地域の付加価値を歴史と住民に

よってあげる観光を提案した。 

 

↑写真	 B班発表の様子	 熊野 

 

C班は「地域遺産を生かした新し

い観光」をテーマにした発表を行っ

た。(資料 6)1つはレンタサイクルの

拡充を挙げた。一年に一度行われる

イベントの際にレンタル用として町

が保有している自転車を活用するた

め、サイクリングの気候に適した時

期に自転車のレンタルを行うこと。

また、貸出のアイディア、今現在あ

るサイクリングマップの改善案と実

施への課題について発表した。 

 

↑発表資料より 
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2つ目は作成したフェノロジーカレ

ンダーを活かしたフォトロゲイニン

グを提案した。フォトロゲイニング

の原点である、ロゲイニングは、野

外での長距離ナビゲーションスポー

ツである。ルールは地図をもとに、

時間内にチェックポイントを回り、

得点を集める。チームごとに作戦を

立て、チェックポイントでは見本と

同じ写真を撮影する。チェックポイ

ントに設定された数字がそのまま得

点となり、より合計点の高いチーム

が上位となる。 それを「わかりやす

く、すでに現地にあり目立つもの」

をチェックポイントとし、デジタル

カメラの撮影で代用しようというも

のがフォトロゲイニングである。  

 利尻富士町の観光の現状は、ツア

ー団体の来訪者が多くみられ、個人

の意思で島を巡ることは難しい。こ

の現状を打破するためには決まった

場所を回るという型にとらわれた観

光から、自分が見たい・行きたいと

感じることが出来るものに対し、能

動的に行動する観光スタイルに切り

替えていかなければならない。ここ

で利尻島の今ある多くの観光資源を

フォトロゲイニングに取り込み、ゲ

ーム感覚で島を巡ることが出来る。

またチェックポイント間の移動の

際、島の人との交流や自然に触れる

ことでツアー旅行では味わうことの

できない島の魅力に気づくことが出

来る。 

 

↑写真	 C班発表の様子	 東海林 

 

発表後、班毎に今回のゼミ合宿の

感想、感謝の意を述べ、報告会は終

了した。 

 

 
↑写真	 発表会の様子 

 

発表会終了後、旧本泊小学校の清

掃、各自の荷物をまとめ帰宅の準備

を整える。帰りの便まで時間があっ

たので、各々お土産を購入したり、

観光地を巡ったりして利尻での 後

の時間を過ごした。 後に小学校前

で全体の集合写真をとった。 
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↑写真	 ゼミ生集合写真 

 

	 その後、利尻空港へ移動。町民の

方々に見送られながら 15:35 利尻空

港を出発。 

 

↑写真	 利尻空港	  
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第４章 

振り返りと感想





4.振り返り・感想 

4-1 ゼミ合宿の振り返り 

	 利尻島でのゼミ合宿を振り返る

と、1週間という限られた期間のなか

で、島のアクティビティを体験し、

地域の方へ聞き書き調査を行い、情

報をまとめ、発表と、一日一日を忙

しく、そして日々新しい発見をしな

がら過ごしていた。学生にとっては

大変有意義な時間を過ごすことがで

き、充実した合宿であったといえま

す。しかし、合宿内に取り組めなか

ったこと、出来なかったこともたく

さんあった。これらを踏まえ、今後

の学習につなげていけるよう努力し

ていきたい。 
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4-2 良かったこと、悪かったこと 

【良かったこと】 

・チーム毎に仕事量の差はあった

が、各班メンバーに仕事を上手く割

り振けられた。 

・当日の予定変更にも柔軟に対応し

た。 

・合宿中、天気に恵まれた。 

・地域の人と関わる合宿の楽しさ・

面白さが体験できた。 

・他の地域と同様の調査を行ってい

たため、内容はもちろん意識的なと

ころから地域性が出ているように感

じた。 

・ゼミ生の新たな一面を垣間見るこ

とができた。 

・ゼミ合宿を楽しめた 

 

【悪かったこと】 

・想定していた調査が相手側とのす

り合わせが足りなかった 

・発表会の資料が見づらかった。 

・住民の方からのフィードバックを

得る機会がなかった。 

・ 後の交流会のタイミングが、発

表会後の方が楽しめたように思う

し、フィードバックを住民の方から

得られる機会を作れたと思う。 

・準備に学生が積極的に参加できな

かった。 

・自走出来ていない。 

 

4-3 ゼミ生の感想 

① 青野 朋晃（4 年） 

今回のゼミ合宿では、「フェノロ

ジーカレンダーの作成」と「フェノ

ロジーカレンダーを活用した取り組

み」を合宿期間内で作成・発表を目

標に利尻富士町本泊地区を中心とし

て約１週間活動した。スケジュール

の前半では、利尻島を楽しむための

レジャーや施設見学を行った。後半

は、住民への聞き書き調査を行い、

地域の情報をフェノロジーカレンダ

ーに落とし込む作業を主に行い、

終日にそれを活用した仕組みを各班 1

つずつ住民の方へ発表した。 

交流会や登山といったアクティビ

ティは、利尻島の自然や地形を活か

したプログラムが多く、普段とは異

なる環境でこうしたプログラムに参

加でき、利尻島の自然を楽しむこと

が出来た。また、ゼミ生でこうした

アクティビティに参加したことは自

身の学生生活の中でとても良い思い

出になった。	 	  

こういった経験が出来たのも利尻

富士町の住民の方が様々な形で合宿

に関わって来たからだと思う。アク

ティビティだけでなく聞き書きの中

で本泊地区の住民とコミュニケーシ

ョンを短い時間でも取ることが出来

た事はフェノロジーカレンダーを作

るという意味以外でもとても良い経

験になった。学生たちも聞き書きの

中でのコミュニケーションを楽しみ

にしていたので、楽しみながら話を

ー38ー 



聞くことが出来たので良かったと思

う。個人的には、今回の聞き書きを

通してそれぞれの地域の人・まちの

地域性の違いを肌で感じることがで

きた。 

今回の利尻島でのゼミ合宿を行っ

て、個人的に振り返りを行い、今後

改善したい点が以下の 3つあると考

えた。 

・スケジュール・調査日程等の打合

せに関して 

・合宿に参加した団体が自立して動

くこと 

・フィードバックが得られなかった

事 

まず、具体的な日程調整を始めた

のがゼミ合宿開始 1週間前であった

こともあり、後半の調査日程が変更

になることも多々あった。更に、事

前に調査準備の時間を設けることが

出来無かったので合宿中に行う事に

なってしまい、その時間を別なこと

に回すことが出来たらと思ったの

で、来年度以降は改善していきた

い。 

次に、今回のゼミ合宿では、地域

おこし協力隊だけでなく利尻富士町

の役場職員の方にも聞き書き調査、

施設見学や鴛泊地区への送迎をして

いただく場面が多かった。自分たち

の移動手段が歩くか自転車もしくは

自分たちでレンタカーを借りるかし

かなかったため、土地勘のある方に

運転していただくことで、移動が速

く済むだけでなく、安全面でも良か

ったと思う。費用を抑えることが出

来たのも学生にとってはありがたか

った。しかし、こういった合宿を受

け入れる際に毎回こういった対応を

取ることは合宿の数が増加していけ

ば、負担が増し、難しくなっていく

と思う。なので、出来る限り自分た

ちでの移動が出来るような環境の整

備を進めていく必要があると考え

る。 

終日に行った発表内容は、まだ

まだ詰めなければならない点は多か

ったと思う。しかし、自分たちの発

表に関して住民の方がどう思ったの

か。何が面白かったのか、どこに課

題があると考えたのか等率直な意見

を聞く場面が質疑応答の中しかなか

った。そこで、ＢＢＱの際に話題に

する等、もう少し話しやすい環境を

発表後に作った方が、フィードバッ

クを得やすい環境になるのではない

かと考えた。 

今回の合宿では、様々な場面で地

域の人たちが関わって来て下さった

ことが一番楽しかった要因だったと

思うので、そうした交流が出来るよ

うな環境・関係の整備を行う事が大

切だと思った。毎回全員で対応する

ことは難しくとも、様々な角度から

関われるように整備しておくことが

利尻での合宿等をとびっきりの思い

出にする一つの課題だと思う。	  

利尻富士町の皆さんありがとうご

ざいました。 
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② 古村真衣（4 年） 

初めての利尻島、稚内から鴛泊行

のフェリーの中で利尻富士を見た時

のわくわくは今も忘れられません。 

一日目の交流会で役場や町の人と

お話しし、すごく町の方々のやさし

い人柄が伝わってきました。中学生

にバドミントンを教えてほしいと言

ってくださいましたが、時間がなく

て教えにいけなかったのは残念で

す。今度行くときは、町の小学生や

中高生とも関わることができたら嬉

しいです。 

二日目以降、本泊周辺のレクチャ

ーを受け、まち歩きしながら利尻島

についての歴史を学んでいきまし

た。サイクリングは、一番楽しみに

していたアクティビティで、 高の

思い出になりました。思っていた以

上に勾配のきつい所が続き、苦しい

場面もありましたが、まちの歴史や

文化が垣間見え、走りながら受ける

利尻の風は 高でした。実際に体験

することで、サイクリングの問題点

も見えました。それにしても、サイ

クリングロードがあることはすごく

魅力的でうらやましいです。 

郷土資料館には驚くほど多くの資

料、そして古い書物がたくさんあ

り、項目ごとに分けた解説シートを

自由に持ち帰ることができ、とても

親切な資料館だと思いました。 

五日目以降聞き書きが始まり、私

たち B班は慈教寺の嶋中さんにお話

しを伺いました。嶋中という苗字

は、青森県今別町に多い苗字なの
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で、すぐにルーツは青森だと分かり

ました。聞き書きは予想以上に難し

く、話がそれていってしまったり、

全く別のことを話し始めてしまった

りなど、聞きたい内容を聞き出すの

が難しかったです。 

私たち B班は聞き書きが少なかっ

たので、ひたすら文献調査にあたり

ましたが、歴史とのつながりをテー

マに掲げるにあたって、方向性が見

えなくなってしまい、毎晩まとめと

話し合いを繰り返しました。どうフ

ェノロジーカレンダーに歴史を組み

込めるか、アウトプットをどうする

かすごく悩みました。それ以前に、

調べていけばいくほど、その歴史の

面白さに飲み込まれていきました。

こんなに様々な人・文化が混ざって

おり、興味深い場所は他にないので

はと思いました。利尻島のルーツご

との年表づくりと地図づくりがとて

も面白かったです。 終発表で具体

的な内容まで提示した提案をできな

かったのが悔しいので、改めて提案

できたらと思いました。また来たい

と思える場所が増えてとても嬉しく

思います。ありがとうございまし

た。 

 
 

③ 白岡 健志（3 年） 

利尻合宿での初めての感動は、フ

ェリーの操舵室から一望した利尻富

士でした。その日は天気も良く、夕

日と利尻富士とコラボレーションは

素晴らしいものでした。そして、外

に出て風を浴びながら見た景色は忘

れることができないくらいの絶景で

した。利尻富士を見ることは 1週間

の合宿で毎日の日常でした。本泊小

学校の窓から見えた利尻富士は、フ

ェリーで見た利尻富士と表情が違っ

ていて、海と利尻富士ではなく、

木々と利尻富士でした。この景色

を、天気が良ければ毎朝見ることが

できる場所に泊まっているというこ

とを友達に自慢したくらいきれいな

景色でした。毎日入った温泉の露天

風呂でも力強い利尻富士を見ること

ができました。こんな場所にまで利

尻富士！！と利尻富士を見ることが

できる新しいポイントを見つけては

感動しました。特に感動した利尻富

士が見えるポイントが３つありま

す。1つ目はポン山からの利尻富士で

す。合宿中で一番間近で見たのがこ

こです。頂上のところに少し雲がか

かっていたのですが、それでも圧倒

的な強さのようなものが伝わりまし

た。迫力がすさまじく、この山から

見る島はどのように見えるのだろう

と登山に興味が湧いた瞬間でもあり

ました。2つ目は夕陽丘からの利尻富

士です。ここから見たときは成果報

告会が終わり、縛られるものが何も

なくなった状態でした。利尻富士と
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一週間お世話になった島の町が一望

でき、やっと終わったという達成感

と同時に、もう少しだけいたいとい

う寂しい気持ちにもなりました。成

果発表会の準備が終わらなく、全然

寝れていない状態であったのです

が、疲れが全部飛んでいってしまう

ほど見事な景色でした。3つ目のポイ

ントは私が利尻合宿全プログラム中

で一番感動した場所です。それは吉

田さんに船で沖まで連れて行ってい

ただき、そこから見た利尻富士で

す。沖に向かう途中は波に揺られア

トラクション感覚で楽しんでいたの

ですが、沖から湾に戻る時、今まで

背にしていた利尻富士が猛々しくあ

りました。後ろに利尻富士があるな

んで考えもしなかったので声を出し

て感動しました。成果発表会のこと

で悩んでいたのですが、その利尻富

士を見てから自身が出てきました。

利尻富士は合宿中の私のモチベーシ

ョンを高めてくれる大きな存在でし

た。 

私の班のアクティビティは、鮭釣

り、鮭トバ作り、ポン山登山でし

た。中でも釣り自体今まで経験した

ことがなく、鮭はまったく釣ること

ができなかったです。しかし、途中

でがや釣りに変更し、かなり多くの

釣果を得ることができ、釣りの面白

さに触れることができました。ま

た、休憩中に獲れたてのウニをいた

だき、それだけで満足することがで

きました。自分が今まで食べてきた

ウニとはうま味が違い驚きました。

とてもおいしかったです。釣った鮭

と頂いた鮭での鮭トバ作り、出来上

がるのが待ち遠しいです。鮭のチャ

ンチャン焼きもおいしかったです。

一番嬉しかったのはいくらがたくさ

んあり、ご飯に困らなかったことで

す。あんなに贅沢な朝食をゼミ合宿

中に食べ続けることができるなんて

思ってもいませんでした。とても充

実した一週間でした。ありがとうご

ざいました。 
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④ 星山 大稀（3 年） 

一日目。稚内～鴛泊間のフェリー

では島谷さんのおかげで普段入るこ

とができないところに入ることがで

きました。私たちの拠点となった本

泊小学校は、インターネットと入浴

設備がないこと以外は合宿する場所

として快適で安心でした。地域の方

との懇親会では若い人が多かったこ

とと、想像以上に受け入れてくれて

いる雰囲気があり驚きました。 

二日目。レクチャーとまち歩きでは利尻

島についての概要を教えていただき、後に

つながる信仰関係の話も多く聞けました。

午後からのお料理教室では魚のさばき方を

教えていただき、地域の方と交流できまし

た。 
三日目。朝から出発して自転車で

利尻島一周を目指しました。坂が多

く、想像していたよりもとても疲れ

ました。途中で「利尻島の駅	 海藻

の里・利尻」に行き利尻町の地域お

こし協力隊の方と出会いました。利

尻島を一周することはできませんで

したが、その後に磯船体験をする場

所まで送っていただいたことも思い

出です。磯船体験では漕ぐのが上手

だとほめていただきました。みなさ

ん年齢関係なく仲良く接していたこ

とが印象的でした。 

四日目。郷土資料館では、様々な

資料を見ることができました。信仰

や方言など利尻と他地域のつながり

について考える際の手がかりを見つ

けられたのではと思います。りっぷ

館ではアイヌや縄文の文化について

学びました。 

五日目。 初の聞き書きは二日目

でもお世話になった西谷さんでし

た。西谷さんには今後の調査につい

てアドバイスをいただき、連絡先を

聞きました。次に聞き書きをしたの

は慈教時の方々でした。聞き書きの

難しさを感じたことが一番の感想で

した。 

六日目。基本的に文献調査を行い

ました。昼には関さんに外に連れて

行っていただき、おいしいものを食

べることができました。 終的には

地図を作り始めました。 

七日目。終日 終発表に向け準備

をしていました。交流会では初日よ

りもかなり打ち解けて話すことがで

きたと思います。方言かるたやほう

引きをして交流もできました。 

八日目。 終発表には想像してい

たよりも多くの人が集まってくださ

りました。空港までお見送りをして

くださって、毎年四月に島から出て

行く人と同じように「いってらっし

ゃい！」と送ってくださったのはと

てもうれしかったです。 

 

まとめ 

今回の合宿は 終発表をどうした

らいいか考えすぎ、先走っては修正

するといったような苦しみぬいたも

のだった。精神的にも体力的にも厳

しいところがあったが、ゼミ生や先

生、地域の人に助けてもらい 後ま

でやりきることができた。様々な地
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方から、それぞれの時代に人が入っ

た利尻島はフィールドとして魅力的

であった。また個人的には GISが役

場で活用されており、参考にできる

ところがあった。地域の方々にお世

話になったが、 終発表の提案では

踏み込みきれず少し後悔が残ってし

まった。 

 

⑤ 大久保 美侑（3 年） 

C班は「地域遺産をいかした新し

い観光」をテーマとし、 終提案を

行いました。前半は利尻島一周サイ

クリングや、磯舟体験、資料館等を

巡り、後半は３日間で様々な世代の 9

人の方々から聞き書きを行い、利尻

富士町のむかし遊び・お祭り・冠婚

葬祭・年中行事・食事を軸としてお

話を伺いました。聞き書きで情報を

フェノロジーカレンダーに落とし込

み、さらにそれを使った観光の提案

を目指しました。 

提案として、本泊小学校の自転車

を利活用したサイクリングツアーで

す。利尻山以外にも時間をかけて楽

しむ・体験することができる資源の

活用が行われておらず、認知度が低

いということも考えました。本泊小

学校には 100台ほどの自転車があ

り、種類はママチャリに加え、マウ

ンテンバイクやクロスバイクなどサ

イクリングに適したものが置かれて

います。私たちは「気軽にサイクリ

ング」をコンセプトとし、5か所に乗

り捨て地を設定しました。乗り捨て

地を設定することにより、体力に自

信がない、島一周は厳しいが、自然

に触れたいという人も対象として、

気軽にサイクリングをしてもらうこ

とが出来ます。 

利尻島の方々からは新鮮な意見か

つ、実現できそうというお言葉をい

ただいた。しかし、問題点として、

だれが運営、整備点検を行うのか、

どのぐらいの価格設定にし、既存の
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レンタサイクルサービス事業者との

競合はどうなるのかなど、考えなけ

ればいけない面も多くあることを感

じました。 

一週間利尻で過ごし、私が感じた

ことは利尻の一番の魅力は「人」で

あるということです。この言葉は吉

田敏光さんが聞き書きの際にもおっ

しゃっていました。聞き書きをして

いく中で、人と人の距離近く、利尻

に生きる人々のつながりが目に見え

たように感じます。私は、利尻島の

方々にまた会いたい、もう一度訪れ

て話をしたい、と強く感じました。

利尻島の歴史や文化に加え、この地

域住民の方々が地域遺産といえるの

ではないかと私は思います。 

ゼミ合宿の反省として、学んだこ

とをその時だけのものにしないとい

うことです。これはゼミ合宿だけに

限らず、私のゼミに対する姿勢とし

て足りないものです。 終提案が終

わった後に先生からしまなみ海道の

ことも話してみたらよかったのでは

ないかとアドバイスをいただきまし

た。私は広島の尾道で観光動向調査

に携わる機会をいただいています。

今回、利尻島一周のサイクリングマ

ップの改善点を挙げる際、しまなみ

海道と瀬戸田のサイクリングマップ

を活用しましたが、サイクリングを

観光活用した事例等を調べるまでた

どり着くことが出来ませんでした。

もっと詳しく調べ知識があったな

ら、比較対象地としてみることが出

来たはずです。 

後期のゼミ活動の抱負として、利

尻島で学んだことを一過性のものと

せず、比較対象地となり得ることは

ないのかという視点を持つことを挙

げます。 後にこのような機会を与

えてくださった皆様に感謝します。

本当にありがとうございました。 
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⑥ 古舘 葵（3 年） 

今回、初めて利尻島に行って思っ

たことが 3つある。1つ目は、自然と

生活している雰囲気を感じたことで

ある。一番びっくりしたのは、十五

夜に実際にすすきを取ってきている

様子が見られたことである。慣習が

あることは周知の事実ではあるが、

実際にやっている人は少ないだろ

う。2つ目は、島で生活している人た

ちの力強さである。今回は、様々な

年代の方々に聞き書きを行ったが、

どの年代の方もパワフルで島である

からこそ、島の中でできることを見

つけてきたのではないかと思った。3

つ目は、北海道が開拓されて歴史が

浅い中、利尻島は歴史が深いのでは

ないかと思ったことである。期間の

長さではなく、短いにしろ長いにし

ろ、歴史の密度は濃いように感じ

た。縄文人、アイヌの人々、利尻島

の人々、青森の人、富山の人、様々

な場所から来た人たちによって形成

されてきたこの島の文化は本当に深

いと思った。 

また、函館と比べて共通点と相違

点を見つけることができた。共通点

としては、山と海が一度に見渡せる

こととそのためか風が強いことであ

る。ほかにも、海鮮系が売りである

ことが海と密接に関係している土地

であることが分かる。また、利尻島

は移住者が多いこと、函館は青森県

と距離的に近いことが相まって、ど

ちらでも同じような青森の方言を聴

くことができた。一方で、函館と人

口規模やインフラの規模等はもちろ

ん異なるが、島に大学がないことが

函館と一番違う点であると思った。

函館は高専も入れて 8つの大学があ

り、大学生が地域で活動することも

少なくはない。しかし、利尻島内に

は大学はないため、外部から来ても

らうしかない。普段から大学生とか

かわることが滅多にないため、地域

の人にとっては今回のような活動は

新鮮で刺激的であったに違いない。 

今回、利尻島に行ってみて「また

行ってみたい」「今回、来れなかっ

たゼミ生を連れて来てみたい」と心

から思った。もちろん今回のように

勉強のために来るのもいいとは思う

が、観光でしっかり利尻島の魅力を

感じてみたいと思った。今回は、た

くさん島の人に触れることができ

て、観光で来ていたら絶対に知るこ

とができないようなことをたくさん

知り、初めての体験も多く、利尻島

は「学ぶ」ことができる場所でもあ

るのかと感じた。観光だけでなく、

教育的観点からもおもしろい場所で

あると思う。 
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⑦ 山田 創祐（2 年） 

ゼミ合宿は予想以上にハードだっ

た。朝早くに起床し、夜遅くまで作

業するのを 1週間続けていたので相

当疲れたが、内容はインターユニと

比べると深かったと思うし、より多

くの人と携われたので、充実した 1

週間でもあった。楽しいプログラム

は 2日目くらいまでだったが、それ

以降の聞き書きでは、実際に島民か

らではないと聞けない話を聞けた

し、インタビューするときの難しさ

も感じた。話が脱線することが多か

ったので、相手の話をいいタイミン

グで切るのも重要なことだと分かっ

た。その後のまとめ作業は本当につ

らかった。限られた短い時間の中で

体力もないなか、あの大量の情報量

をまとめるのは大変だった。1週間の

集団生活も精神的にみんな疲れるこ

とがあったので、その中である程度

まとめることができたのはよかっ

た。 

	 合宿の具体的な活動はどれもよか

った。利尻富士町の役場の方々を中

心に十分すぎるほど支えてくれたの

で、利尻島にいる間に困ったことは

あまりなかった。毎日、送迎やいろ

いろな所に連れて行っていただき、

本当に感謝している。島民の温かさ

に感謝した 1週間で交流もたくさん

できたことが、この合宿では もよ

かったと思う。 

	 3グループに分けての作業だった

が、もう少しうまく情報交換ができ

ればよかったと思う。フェノロジー

カレンダーの作成では、もう少し早

く情報をまとめていれば、各グルー

プの作業も早まった思うので、今後

の活動のために考えていきたいと思

う。 
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⑧ 阿部 晃佑（2 年） 

9月 12日から 19日にかけ、利尻島

の利尻富士町本泊地区を拠点に 7日

間のゼミ合宿を行いました。今回の

ゼミ合宿では、天気にも恵まれすべ

ての行程を予定通りに行え、とても

良かったです。 

初日から振り返ると、利尻への道

のりは大変長いものでした。深夜バ

ス、高速バスを利用して函館から札

幌を経由し稚内へ。長時間の移動は

疲れました。稚内から利尻島へはフ

ェリーで移動し、その時の船頭見学

では普段立ち入ることのできない施

設を見ることかでき、またそこから

見えた利尻島や礼文島の景色や夕焼

けに大変感動しました。 

アクティビティではサケ釣りが一

番思い出に残っています。サケの引

きはこれまでの釣りで味わったこと

のないほどの強い引きで、何度かば

らしてしまいましたが何とか釣り上

げることができ嬉しかったです。ま

た釣るだけでなく、鮭とば作りで実

際に魚を捌いてみて調理の大変さを

学びました。普段はできたものを買

って食べるだけの生活でしたが、こ

れからは自分で料理してみようかと

思った良い経験でした。 

今回のゼミ合宿のメインであっ

た、本泊での聞き書きの調査では多

くの方に様々なお話をお聞きしまし

た。私たちの班では主に「仕事」や

「食」についてお尋ねしたのです

が、世代によってそれぞれの時代の

お話を聞くことができ興味深かった

です。時代の移り変わりによりヒト

の流れや、モノの動きも大きく変化

していきました。今後も時間の経過

とともに私たちの生活は変わってい

くのかもしれません。 

後の発表では、旧本泊小学校を

拠点にした合宿プランについて考え

ました。今回作成したフェノロジー

カレンダーから、利尻島には昆布や

ウニといった海産物をはじめ、山菜

や植物といった豊かな自然。そし

て、利尻島の歴史を築いてきた魅力

あふれる人々の暮らしがあることが

分かりました。これらを生かした、

他では真似できない、利尻島でしか

味わうことのできない体験や発見が

できる合宿を考えていきたいと思い

ます。 

	 今回のゼミ合宿では、これまでや

ったことない体験を多くさせていた

だき、学びへとつなぐことができま

した。頭であれこれ考えることも大

事ですが、人と会って話してみた

り、実際に経験してみたりすること

の重要さに改めて気づくことができ

た合宿でした。 

お忙しい中、今回の合宿にお力添

えしていただいた皆様に感謝いたし

ます。ありがとうございました。 
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⑨ 熊野 心平（2 年） 

ゼミ合宿では主にアクティビティ

とフェノロジーカレンダー、それを

利用した観光企画の立案を、利尻島

にて 7泊 8日で行いました。 

アクティビティは自転車での島一

周や磯船体験など、なかなか経験で

きないことが多く終始感動していま

した。運動量的にはなかなかきつい

ものがありましたが、体調を大きく

崩すこともなかったので、ちょうど

よかったのではないかなと思いま

す。そういったアクティビティの中

で も楽しみにしていたのは景色で

した。とても良いとは聞いていまし

たが、ここまで良いとは思っておら

ず、山と空の境目がはっきり見える

ことや、海の綺麗さ、迫力すら感じ

させる岩場など、何か綺麗さを通り

越してゾクゾクさせるような景色で

した。 

フェノロジーカレンダー制作は相

当苦戦しました。 初のテーマが

「歴史・つながり」ということで、

季節とそもそもどう絡めるか想像し

づらかったからです。聞き書き調査

や文献調査をしても、どこに向かっ

ているかわからず、引出しづらかっ

たこともありました。結果としてあ

まりゼミの皆さんに協力できない情

報になっていたのではないかなと申

し訳なく思っています。歴史を年表

として見るのではなく、よりミクロ

な時間の流れとしてとらえ、人の移

動や文化の変化、発展の中心の移

動、人間関係などに注目してより詳
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しく調べてみたいとは思いますが、

そういったデータを得るにはどうし

たらいいのかあまり見当がつきませ

ん。ただ、迷ったときはとりあえず

やれることを全部こなす、というこ

との大切さを改めて実感させられた

のはいい時間になったと考えていま

す 

観光企画の立案については面白い

ものが出来たと考えています。たく

さん調べた歴史とつながりを活か

し、ルーツを辿る企画を立案しまし

たが、昔の情報を提供するだけでは

なく、地域住民と過去の再現をする

ことがポイントです。島だからこ

そ、観光客と住民、市全てが自分事

で動くことが、このようなイベント

を成功させる方法だと思います。 

全体を通して感じたことは、ゼミ

生徒の仲が良くなったことです。大

学には色々な生徒がいますが、池ノ

上ゼミの先輩や同期は活動に真剣み

をしっかり持てる人が多く、私の安

直な考えや意見にもしっかりとぶつ

かってもらえ、勉強している感覚を

ひしひしと感じました。とても嬉し

かったです。こういった活動がとて

も好きだなと気づきました。そして

何より、自分の知らない地域を自分

の足で歩くことの重要性をとても感

じました。単純に知識として色々な

情報を入れるだけではなく、実際に

地域を歩き、話し、調べ、何かを作

ることで 初に見えていたものが大

きく変わっていくことはたくさんあ

ると実感できたので、うまく時間を

見つけて他の地域にも行ってみたい

です。 

終日に心底思いましたが、とて

も良い合宿だったと思います。協力

して下さった地域の方や先生、先輩

や同期のおかげでよく笑う 7泊 8日

でした。また、よく悩む 7泊 8日で

もあったので、学習面としても満足

でした。これらの経験を今後の研究

や活動に活かし、目標に向かって頑

張っていきたいと思います。 

ありがとうございました。 
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⑩ 菊池 和佳奈（2 年） 

振り返ってみて思うことは「利尻

島、 高！！」ということです。 

想い出の一つはもちろん「食」で

す。食べさせていただいたものは、

うに・いくら・ほたて・さけ・ひら

め・ぶり・めばる。凄いラインナッ

プを短い間でたくさんいただきまし

た。どれも本当においしかったで

す。利尻の食のおかげで、合宿を頑

張りきれました。 

つぎに「利尻山」。「雄大」とい

う意味が分かったような気がしまし

た。迫力があり、見る角度によって

も表情も変わり、どの場所にいても

姿があるこの利尻山に見守られ島の

人は生きてきたんだと思いました。

調査する中で「海の信仰より、山の

信仰の方が多い・強い」ということ

が判明しており、収入を得ている漁

業・海の信仰の方は強いのではない

かと疑問に感じていました。その意

味が納得しました。 

利尻島の魅力は、自然環境だけで

なく実は「人」が一番なんじゃない

かと感じました。交流会ではもちろ

んですが、聞き書き調査でも快くお

話しいただき、たくさんのことを知

ることができました。 後帰るとき

に、飛行機に乗るときに見た皆さん

が手を振ってくれたあの景色は絶対

に忘れないと思います。正直涙目で

した。 

今回の学習を通して、利尻島は本

当に様々な要素が混在する場所とい

うことが分かりました。町史などを

使って利尻島の歴史を調べてみる

と、地図の完成度については納得で

きるものが出来ました。ですがきっ

と、もっとたくさんの要素・出来事

を追加できるように思えました。そ

れほどにたくさんの魅力と可能性が

詰まった素敵な場所だと気づくこと

ができました。正直、提案について

はまだ甘く詰め切れていない・しっ

かりとしたものではない為、そこが

悔やまれました。帰ったら、もう少

し考えてみます。 

帰りにお土産を買う際に思ったの

ですが、お土産の種類が少ないよう

な気がしました。またお土産を買え

るお店も数は把握していませんが、

もう少しあってもいいと思いまし

た。「海…エメラルド」の押し葉な

どのお土産がお店にあったら、買う

人はたくさんいると思います。私も

買いたいです。 

利尻島に住んでいる方はもちろん

高齢の方が多いとは思いますが、熱

意のある５０～３０代の方が多く、

また私たちと同じ世代のひとたちも

いて、町を発展させるためにいい条

件が揃っていると感じました。自然

環境も人間性も素敵なこの利尻島は

より良い発展ができると感じまし

た。 

今回はゼミ合宿で勉強がメインで

したが、今度ひとりで観光を目的と

してぜひ来たいと思わせてくれる素

敵な場所でした。また、共同生活を

することで・苦楽を共にすることで

先輩方や同期とも仲良くなれたよう

ー51ー 



に思えます。この夏の素敵な想い出

になりました。 

ありがとうございました。 

 

⑪ 東海林 弘人（2 年） 

今回のゼミ合宿について、振り返

ると、まずフェリーの操舵室を見学

したのは初めての経験だったうえ、

学生に一部の機器の操作をさせても

らえたことや普段一般客が入ること

ができない場所に立ち入らせてもら

えたのは貴重な経験と思った。島で

のアクティビティでは、2日目から振

り返ると、本泊小学校付近を見て歩

いた際に、砂利道の周りに土器が普

通に落ちていたことに驚いた。土器

の発掘のイメージはもっと深く掘ら

なければ出てこないと思っていたた

め地表に普通に落ちていたことが意

外であった。実際に探してみたが土

器なのかただの石なのか素人では判

断できなかったが、このように割と

手軽に土器の採掘ができるのは、イ

ベントや体験学習として使える素材

にも感じた。その後のお料理体験も

普段、魚を調理する機会がないから

苦労した。さばき方を教えてもらっ

たが、一人ではもうできない気がす

る（笑）合宿 3日目は、島の 8割ほ

どを自転車で回った。天気が良けれ

ば気分も違ったかもしれないが、雨

が降ったり止んだりの繰り返しでと

ても寒く、正直もう一度するといわ

れたら、素直に喜べない…。だが、

実際に自転車で島を回ることで、島

の自然、天候の変わりやすさ、地形

などがわかったので、その後の聞き

書きで話をされてもイメージしやす

かったので、前半にサイクリングを

しといてよかったと思った。また磯
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船体験も思いのほか漕ぐのが難しく

四苦八苦したが、浅瀬にもたくさん

の生き物がいて水も透明で綺麗だっ

た。漁師はあの船に乗って一人で漁

をするのはかなり大変に感じた。合

宿 4日目の資料館、博物館見学は正

直あまり記憶に残ってないが、本物

の土器を触った経験はなかったの

で、あんなに軽いものなのかと驚い

た。合宿 5日目以降の聞き書きは若

干記憶があいまいな点も多いが、共

通して感じたのはお話を聞いたお年

寄りの方がとても元気だったこと、

そして記憶がはっきりしており、会

話のキャッチボールが割とうまく言

ったことが驚いた。お年寄りの話の

共通点は、島の活気が薄れ、どんど

ん買い物が不便になっていることだ

った。比較的若い世代の人は車もあ

るし、インターネットで買い物もで

きるから送料や価格が少し高いぐら

いが不満のようだが、大きく便だと

いう人はいなかったが、車のない高

齢者には日用品や食品の買い物は大

きく不便らしい。 

この合宿で、私は初めて利尻島に

行ったが、自分の予想よりも街であ

ったことと島が大きかった印象が思

い返すと強い。そして、島のどこに

いるかでこれほど天候が変わるとは

思わなかった。また、Ｃ班の 終プ

レゼンをさせてもらったが、発表直

前までパワーポイントが完成でき

ず、ほとんど初見で発表したのだ

が、どうにかそれなりの発表にな

り、名前も覚えてもらえ、帰りの飛

行機に乗る前に「東海林また来いよ

ー！」って誰かに言われたことはう

れしかった。ひとつ心残りなのは

『タコシマさん（？）』という私と

似た人が島にいるらしくその人に会

うことができなかったことである。 
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添付資料 





 
 

資料１ A 班の聞き書き調査での質問項目 

北海道教育大学函館校 A班（青野、白岡、山田、阿部）       

 

【質問内容】 

属性： 

名前： 

性別： 

年齢： 

職業： 

出身地： 

ルーツ（いつから利尻へ）： 

家族構成： 

食生活・料理・調理方法（郷土料理やアイヌのころの食生活など） 

 

『漁師の方』 

●何漁（いつから） 

●獲れる種類・旬・時期 

●漁の仕方・漁場 

●使用している道具（素材など詳細も） 

●流通先は（商品先なども含めて） 

●移住後の仕事のスタイル（変化はあったか、内地から技術を持ってきたのか） 

  

『仕事について』 

・いつからお仕事されているか 

・仕事の作業工程 

・ライフサイクル（人生〔選択肢〕・年間・１日） 

・女性の仕事について（女性の方に） 

・冬の過ごし方（〇漁できないときの過ごし方） 

・仕事への思い、やりがい、必要なこと、苦労 

・今後の課題・将来の展望 

・後継者問題 

  

『移住について』 

・移住者（地域おこし協力隊、利尻出身ではない人など）とのつながりについ

て 

 ・観光客への期待 
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資料 2  B 班の聞き書き調査での質問項目 

質問事項 

 

1.自己紹介 

 

2.インタビューの目的 

	 住民の皆様の生活や言語、宗教等の観点からそのつながりを調査し、現在の

本泊を構成する文化や習慣のルーツを調査したいと考えております。 

インタビューでお答えいただいた内容は目的以外に使用しません。 

ご協力よろしくお願い致します。 

 

3.質問内容 

● 名前・性別・年齢・職業・出身地・先祖のルーツ・家族構成 

● 思い出深い場所や好きな場所はありますか？ 

● 印象に残っている出来事や変化、習慣はありますか？ 

● 言語について 

→	 周りと自分の言葉に違いを感じたことはありますか？ 

	 	 地方から利尻島に来ていた場合、当初戸惑うことがあった言葉はあります

か？ 

	 	 他の地域から来る観光客や移住者の方で、自分と似ていると思う方言に出

会ったこ 

とはありますか？ 

両親は方言をお持ちですか？両親譲りの方言ですか？ 

 

● 宗教や言い伝えについて 

→	 このあたりで言い伝えられている話や宗教のようなものはありますか？ 

	 	 子供の頃耳にした神様や都市伝説のような話は何かご存知ですか？ 

	 	 他の地域から来る観光客や移住者の方で、同じような宗教や言い伝えを聞

いたこと 

はありますか？ 

宗教と漁との関係について何かご存知ですか？ 

利尻島にはたくさんの鳥居や祀られている建物があるように感じましたが、そ

れら 

について何かご存知ですか？ 

 

質問は場合により変わることがあります。ご協力ありがとうございました。 
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資料 3  C 班の聞き書き調査での質問項目 

質問事項 

	

1． 自己紹介	

2． インタビューの目的	

私たちは本泊地区の遊びをテーマに調査をしています。この調査を行ない、観光プロ

グラムや小学校を拠点した合宿誘致の提案をします。インタビューでお答えいただい

た内容は目的以外に使用いたしません。ご協力お願いいたします。	

	

3． 属性	

名前・性別・年齢・職業・出身地・先祖のルーツ・家族構成	

	

4． 本泊地区の行事についてお聞きします。	

(1) この地区で１番規模が大きいお祭りは何ですか。	

(2) お祭りに来る人々は島民の方が多いですか。	

(3) 11 月から 1 月にかけてお祭りなどが少ないようですが、何か理由はありますか。	

(4) 今はなくなってしまったお祭りなどはありますか。	

(5) 冠婚葬祭はどのように行っていますか。	

	

5． 小さいころにやっていた遊びについてお聞きします。	

(1) 子供のころ特に思い出に残っている遊びはありますか。	

(2) 「あやこ」という遊びがあると伺いましたが、具体的にどのようなものでしょう

か。（けっけのけ P81 参照）	

(3) 歌を使った遊びが多いと感じましたが、何か思い出に残っているものはあります

か。	

(4) 男女で遊びの内容が異なると思いますが、一緒になって遊ぶことは多かったです

か。	

	

6． その他、私たちが利尻島に来て疑問に思ったことをお聞きします。差し支えなければ

お答え願います。	

(1) 生活するうえで、足りないもの・あったらいいなと思うものはありますか。	

(2) 修学旅行はどこに行きますか。	

(3) 学生と一緒に何かやりたいことはありますか。	

	

質問は場合により変わることがあります。ご協力ありがとうございました。
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資料 4  A 班の発表会パワーポイント資料 
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資料 5  B 班の発表会パワーポイント資料 
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資料 6  C 班の発表会パワーポイント資料 
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ホッケ：油ののってない時期はつみ
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利尻富士の雪形を見て、漁に出る時期等を決めてい 利尻富士にかかる雲を見て、明日の天候を予想してい

野イチゴ お酒にす

資料７
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1912年 

ヒグマが捕
殺される。

1928年 
カニ缶工場が
設立される。
1955年
ニシンの組み入れ

1920年 

水力発電所
開発・設置 

1848年 

ラナルド・マクド
ナルド上陸

1964年 
大火 

1934年 
稚内礼文航路就航 
2014年 
海の駅供用開始 

1808年 

会津藩士
の墓が建
てられる。 

1929年 
大火 
1948年 

ソ連軍用
機不時着

1704年 商場知行制施行。 
1765年 運上屋が建てられる。 
1807年 ロシア人襲撃の際に番屋は残る。
1808年 会津藩士の墓が建てられる。 
1962年 利尻空港開港 

1913年 

小樽・稚内航路
の寄港地となる。 

●混在
●津軽衆
●因幡衆
●秋田衆
●越中衆
●国外との交流
◎埋蔵文化財包蔵地
★番屋
●能登衆
➡航路

元村 

1808年 

会津藩士
の墓が建
てられる。 

富山 

福井 

資料８
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本書の著作権の取り扱いについて 

★	 本書の著作権は、各部位の原著作者に帰属します。なお、出典を明記された上での学術・非

営利目的の引用はこれを禁じるものではありません。記載内容に関するお問い合わせは北海

道教育大学函館校池ノ上研究室または利尻富士町役場（連絡先は下記を参照）までお願い申
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